
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

２２Kami２３ Kami

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

ハガキまたはEメールで①クイズの解答②住所

③氏名④昼間連絡がとれる電話番号⑤誌面の感

想または市へのご意見を記入の上、応募してく

ださい。応募は１人１通とさせていただきます。

■応募締切　２月２８日（火）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１（住所記載不要）

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２

※当選者は誌面で発表します

Ａ．１月３日に開催された香美市の成人式には、

　新成人●●●名が出席しその門出を祝いました。

Ｂ．香美市の平成２７年度決算における、歳出純

　計は●●●億１，００８万円です。

全問正解者の中から全問正解者の中から
抽選で合計２名様に贈呈！抽選で合計２名様に贈呈！
全問正解者の中から
抽選で合計２名様に贈呈！

今月の賞品第 ８２８２ 回　かみかみクイズクイズ　

応
募
方
法　

第 ８２ 回　かみかみクイズ　

E

第８０回当選者　前田昴輝さん・島村万紀さん

                        濱田美知子さん（応募総数４４通）

第８１回の解答　A．３１　B．ノロウイルス

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆずづくしゆずづくし
詰め合わせセット
ゆずづくし
詰め合わせセット

解答は、今月号の誌面にあるよ。
携帯からメールで応募しよう。

ゆず茶・しおゆず（マーマレ
ード）・ゆず味かりんとう
ゆず茶・しおゆず（マーマレ
ード）・ゆず味かりんとう

　

　物部町別府地区は、かつて別府村という村でした。

近くの別役村には、西暦４５０年ごろ中国秦帝国の

後裔が帰化し、槇山郷に居住して小松神社を創建し

たと伝承されており、古くから人が暮らしてきた長

い歴史を持つ地域であることが分かります。

　古代土狭國（土佐国）と大和朝廷が交流のあった

ことは、古墳や銅鐸、窯業などの状況から分かって

います。このころ本州と土佐を結ぶ主要道は、瀬戸

内から伊予国（愛媛県）回りで、西方からの往来が

多かったと考えられています。しかし、別府から四

足峠を通って阿波国へ入る道（槇山往還）は最短ル

ートで、養老２

年（７１８）、土

佐国への往還が

東回りを許され

るという記録が

あり、これが槇

山往還ではない

かという説があ

ります。

　
◆
第
９
回
土
佐
塩
の
道

　

30
㎞
う
ぉ
ー
く

　

赤
岡
町
で
と
れ
た
塩
を
、
物

部
の
奥
地
に
運
ん
だ
塩
の
道
。

こ
の
道
は
塩
だ
け
で
な
く
、
生

活
必
需
品
も
運
ん
だ
重
要
な
産

業
道
で
し
た
。
コ
ー
ス
の
中
に

は
、
当
時
の
面
影
を
し
の
ば
せ

る
歴
史
遺
産
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

山
々
に
囲
ま
れ
た
香
美
市
大

栃
か
ら
、
雄
大
な
太
平
洋
に
面

す
る
香
南
市
赤
岡
ま
で
、
30
㌔

の
道
の
り
を
先
人
の
思
い
と
共

に
歩
き
ま
し
ょ
う
。
特
製
の
塩

の
道
弁
当
も
お
楽
し
み
に
！

【
日
時
】
３
月
25
日
（
土
）

　

受
付…

５
時
50
分
～

※
小
雨
決
行
。
予
備
日
は
３
月
26
日

（
日
）
で
す
。

【
集
合
】
赤
岡
保
険
セ
ン
タ
ー

（
香
南
市
赤
岡
町
１
３
２
７
）

【
参
加
費
】
７
千
円

【
定
員
】
80
人　

※
先
着
順

【
申
込
締
切
】
３
月
15
日
（
水)

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

（
有
）
香
北
観
光
ト
ラ
ベ
ル

☎
59

・

３
３
９
３

◆
谷
秦
山
先
生
墓
前
祭

　

谷
秦
山
先
生
は
土
佐
南
学
中

興
の
祖
で
あ
り
、
学
問
の
神
様

と
し
て
県
内
外
に
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年
も
墓
前
祭
を

行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
列

で
き
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
19
日
（
日
）

　

11
時
～　

※

雨
天
決
行

【
場
所
】
谷
秦
山
先
生
の
墓
前

（
秦
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
北
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
高
知
県
秦

山
会　

☎
53

・

５
１
５
１

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方を募集していま

す。詳細はお問い合わせください。

申し込みは誕生月の前月１日まで 。 

      総務課    ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

掲　

示　

板

　　
(山田高校マンガ部)

紅葉の名所べふ峡はかつて番所のあった交通の要所

体験レポート

▲山深い地に多くの歴史が眠る

▲ポカラから見たマチャプチャレ峰

た
だ
い
ま

原
が
広
が
り
ま
す
。
世
界
で
２

番
目
に
水
の
豊
か
な
国
で
、
大

き
な
川
や
湖
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
ポ
カ
ラ
で

す
。
ポ
カ
ラ
は
７
つ
の
湖
が
あ

る
非
常
に
美
し
い
都
市
で
す
。

北
に
は
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
峰
が

あ
り
、
そ
の
姿
が
美
し
い
湖
に

映
っ
て
見
え
ま
す
。
世
界
に
誇

る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
『
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
』
と
『
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
・
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
』
の
美

し
さ
は
最
高
で
す
。
日
本
や
ア

メ
リ
カ
を
は
じ
め
、
世
界
中
か

ら
何
千
人
も
の
観
光
客
が
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
や
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
登
山
な
ど
す

る
た
め
に
ポ
カ
ラ
に
来
ま
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
は
天
国
で
す
。
天

国
を
見
た
い
と
思
う
な
ら
、
一

生
に
一
度
で
も
、
ポ
カ
ラ
を
訪

ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

No.１１７

　　

ナ
マ
ス
テ
（
こ
ん
に
ち
は
）
。

私
は
ビ
サ
ル
・
パ
ウ
デ
ル
で
す
。

昨
年
９
月
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

通
信
の
研
究
で
博
士
号
を
取
得

す
る
た
め
日
本
に
来
ま
し
た
。

　

母
国
ネ
パ
ー
ル
は
非
常
に
美

し
い
国
で
す
。
そ
し
て
釈
迦
生

誕
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。
世
界

最
高
峰
の
エ
ベ
レ
ス
ト
山
が
あ

り
、
高
さ
は
８
８
４
８
㍍
で
す
。

　

ネ
パ
ー
ル
は
中
国
と
イ
ン
ド

の
間
に
位
置
す
る
小
さ
な
国
で

す
。
北
部
は
雪
と
氷
に
覆
わ
れ

た
山
脈
が
あ
り
、
南
部
に
は
平

ビ
サ
ル
・
パ
ウ
デ
ル

ネ
パ
ー
ル
／
ポ
カ
ラ

　高知と徳島を結ぶ四足峠トンネルの高知側に、別

府番所がありました。役人が常駐し、世が乱れたり

飢饉があれば野盗などが横行するため、命がけの任

務となったのではないかと想像できます。藩政時代

の初代番所役は小松作兵衛重政という人で、武具を

備えて通行証文を点検し、厳しく検閲したそうです。

物部には小松姓が多いですが、槇山往還の利用が本

格的になったころ、別府に小松左京進という侍が住

み着き、代々が名本（村長のようなもの）を務めて

別府小松氏の祖となったと言われています。

　別府番所の手前にある別府村は峠越えのための宿

場的な村だったと考えられます。文武４年（７００）、

「諸国に牧地を定め、牛馬を放牧させた」という記

録があり、土佐国では沼山村に馬を放牧したとあり

ます。これは想像ですが、沼山村とは物部の神池村

のことで、槇山往還を通る人々がこの地で荷物輸送

の馬を替え、休ませるために放牧したのでは？槇山

の『槇』は本来『牧』という字だったのでは…？そ

んな風に考えると何だかロマンがありますよね。

　土地に根ざす歴史を楽しむ一つのコツは、想像力

を働かせることではないでしょうか。自動車もなく、

道も整備されていない時代。険しい山道を馬を引い

て歩く。夜には深い闇に覆われ、心細さと恐ろしさ

に耐えながら先を急ぐ。そうして見えた別府村の灯

りに、往来する人々は心から安堵したことでしょう。

　紅葉見物とともに古の歴史を訪ねれば、趣は格別

なものとなるのではないでしょうか。（岡村委員）

身近な場所の

知らない歴史を旅しよう in別府

ききん

なもと

こうえい

とさこく

どうたく
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